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3.2 教師なし学習の難しさ

・アルゴリズムが学習したことの有用性の評価

データ ラベル教師あり学習

教師なし学習

入力

ラベル
に似たもの

出力

人が「何か」を解釈し、
評価する必要がある。

データ

ラベルは人が与えているので、
「似たもの」は解釈しやすい

機械が感じた何か



教師なし学習の利用法

•性質上、使われ方が限定的

• データサイエンティストが
データ理解のために探索的に用いる。

• 教師あり学習の前処理として用いる。
• 精度
• 計算時間
• メモリ使用量

機械が思うままにデータを処理するので、
機械が捉えやすいデータの形状になる。


